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6) Iori Motoo, Takayuki Ando, Miho Sakumura, Shinya Kajiura, Akira Ueda, Ayumu Hosokawa, Jun Matsuno, Yoshifumi 

Nakamura, Yuma Inoue, Nobuhiko Hayashi, Ichiro Yasuda. Kinetics of serum CA125 as prognosis biomarkers during 
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京（オンライン）. 

17) 林伸彦, 安藤孝将, 安田一朗. シンポジウム1「胆管結石治療困難例への治療戦略」胆管結石治療困難例に対する

内視鏡治療の現状. 第103回日本消化器内視鏡学会総会; 2022 May 13; 京都. 
18) 中村佳史, 林伸彦, 松野潤, 井上祐真, 元尾伊織, 南條宗八, 三原弘, 梶浦新也, 安藤孝将, 藤浪斗, 田尻和人, 安田一朗. 

Borderline resectable膵癌における胆道ドレナージの化学療法と手術に対する影響について. 第103回消化器内視鏡

学会総会; 2022 May 13-15; 京都（オンライン）. 
19) Nobuhiko H, Ichiro Y, Jun M, Yoshifumi N, Yuma I. Peroral cholangioscopy-guided mapping biopsy for evaluation of the 

horizontal extent of distal bile duct cancer. ENDO2022; 2022 May 13-15; 京都（ハイブリッド）. 
20) Yuma Inoue, Ichiro Yasuda, Jun Matsuno, Yoshifumi Nakamura, Nobuhiko Hayashi. Endoscopic treatment of intrahepatic 

bile duct stones in patients after choledochojejunostomy. ENDO2022; 2022 May 13-15; 京都（ハイブリッド）. 
21) 松野潤, 林伸彦, 安田一朗. ERCP胆管挿管困難例に対するEUS-rendezvousテクニック. 第103回日本消化器内視鏡学

会総会; 2022 May 13-15; 京都. 
22) 濱田毅, 安田一朗, 杉森一哉. 第2回内視鏡的胆道ドレナージの評価基準作成に関する研究会　第三部各ワーキン

ググループからの提案Ⅱ　ステント定期交換. 第103回日本消化器内視鏡学会総会; 2022 May 15; 京都. 
23) 齋藤友隆, 安田一朗, 中井陽介. JGES Core Session 2　Interventional EUS: 適応と限界　Pancreatic fluid collectionに対

する内視鏡治療の多施設共同研究: WONDERFUL study group. 第103回日本消化器内視鏡学会総会; 2022 May 15; 
京都. 

24) 中村佳史, 林伸彦, 安田一朗, 松野潤, 井上祐真, 元尾伊織, 南條宗八, 三原弘, 梶浦新也, 安藤孝将, 藤浪斗, 田尻和人. 
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Borderline resectable膵癌における胆道ドレナージの化学療法と手術に対する影響について. 第103回日本消化器内

視鏡学会総会; 2022 May 15; 京都. 
25) 田尻和人, 村山愛子, 村石望, 林有花, 安田一朗. 25mm以上の肝がんに対するRFAの治療成績の検討. 第95回超音波

学会総会; 2022 May 20-22; 愛知（オンライン）. 
26) 田尻和人, 岡田和彦, 伊藤博行, 河合健吾, 時光善温, 村山愛子, 林有花, 峯村正実, 高原照美, 清水幸裕, 安田一朗. C

型肝硬変における脾機能亢進症のHCV排除による影響. 第58回日本肝臓学会総会; 2022 Jun 2-3; 横浜. 
27) 中尾萌音, 林伸彦, 松野潤, 中村佳史, 井上祐真, 元尾伊織, 南條宗八, 三原弘, 梶浦新也, 安藤孝将, 藤浪斗, 田尻和

人, 平野勝久, 渋谷和人, 藤井努, 安田一朗. 膵神経内分泌腫瘍の術後再発病変に対して術前EUS-guided fine needle 
tattooing(EUS-FNT)が有効であった1例. 第133回日本消化器病学会北陸支部例会; 2022 Jun 5; 福井. 

28) 北村和紀, 井上祐真, 圓谷俊貴, 広島康久, 松野潤, 中村佳史, 林伸彦, 元尾伊織, 南條宗八, 三原弘, 梶浦新也, 安藤孝

将, 藤浪斗, 田尻和人, 安田一朗. EUS下胆道ドレナージルートから胆道鏡下結石破砕療法を行った総胆管結石の

一例. 第118回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会; 2022 Jul 3; 福井. 
29) 藤浪斗, 寺本彰, 高橋冴子. けん引クリップを用いた大腸ESDの工夫とトラブルシューティング. 第118回日本消化

器内視鏡学会北陸支部例会; 2022 Jul 3; 福井. 
30) Nobuhiko H, Banri O, Jun M, Yoshifumi N, Yuma I, Toru W, Katsuhisa H, Takamichi I, Kazuto S, Isaku Y, Tsutomu F, 

Ichiro Y. Management of a complex of biliary and gastric outlet obstructions due to pancreatic cancer. 第53回日本膵臓学

会大会・第26回 国際膵臓学会; 2022 Jul 7-9; 京都（ハイブリッド）. 
31) Nobuhiko Hayashi, Banri Ogino, Jun Matsuno, Yoshifumi Nakamura, Yuma Inoue, Toru Watanabe, Katsuhisa Hirano, 

Takamichi Igarashi, Kazuto Shibuya, Isaku Yoshioka, Tsutomu Fujii, Ichiro Yasuda. Symposium 22 “Palliative therapy for 
pancreatic cancer”Management of complex of biliary and gastric outlet obstructions due to pancreatic cancer. 第26回国際

膵臓学会・第53回日本膵臓学会大会（IAP&JPS 2022）; 2022 Jul 9; 京都. 
32) Banri Ogino, Nobuhiko Hayashi, Jun Matsuno, Yoshifumi Nakamura, Yuma Inoue, Katsuhisa Hirano, Toru Watanabe, 

Takamichi Igarashi, Kazuto Shibuya, Isaku Yoshioka, Tsutomu Fujii, Ichiro Yasuda. A case of small pancreatic schwannoma 
diagnosed by EUS-FNA. 第26回国際膵臓学会・第53回日本膵臓学会大会（IAP&JPS 2022）; 2022 Jul 9; 京都. 

33) 元尾伊織, 安藤孝将, 濱島丈, 梶浦新也, 作村美穂, 植田優子, 村山愛子, 安田一朗. 切除不能進行・再発胃癌に対す

る免疫療法における転移臓器別の治療効果に関する検討. 第60回北陸胃癌談話会; 2022 Aug 27; 石川. 
34) 後藤柚乃, 寺本彰, 南條宗八, 山崎秀憲, 島田清太郎, 髙嶋祐介, 髙橋冴子, 藤浪斗, 安田一朗. Crohn病に対する腸管

炎症制御により尿蛋白が減少したIgA腎症の一例. 第248回日本内科学会北陸地方会; 2022 Sep 4; 富山. 
35) Yoshifumi Nakamura, Nobuhiko Hayashi, Ichiro Yasuda. Preoperative biliary drainage for resectable and borderline 

resectable pancreatic cancer. 第58回日本胆道学会学術集会; 2022 Oct 13; 神奈川. 
36) 井上祐真, 松野潤, 中村佳史, 林伸彦, 元尾伊織, 南條宗八, 三原弘, 梶浦新也, 安藤孝将, 藤浪斗, 田尻和人, 安田一

朗. 胆管空腸吻合部術後肝内結石に対する内視鏡治療後再発例の検討. 第58回胆道学会総会; 2022 Oct 13-14; 横浜. 
37) 松野潤, 中村佳史, 井上祐真, 林伸彦, 元尾伊織, 南條宗八, 三原弘, 梶浦新也, 安藤孝将, 藤浪斗, 田尻和人, 安田一

朗. 胆道狭窄鑑別診断におけるPOCS下生検の現時点での位置づけ. 第58回日本胆道学会学術集会; 2022 Oct 13-14; 
横浜. 

38) Yoshifumi Nakamura, Ichiro Yasuda, Nobuhiko Hayashi . シンポジウム4「Current status and future perspective of biliary 
drainage」Preoperative biliary drainage for resectable and borderline resectable pancreatic cancer. 第53回日本胆道学会学

術集会; 2022 Oct 14; 横浜. 
39) 坂東正, 渋谷和人, 吉岡伊作, 藤井努, 安田一朗. 副肝管を有する胆嚢結石症の2手術例. 第53回日本胆道学会学術集

会; 2022 Oct 14; 横浜. 
40) 川口アエ, 南條宗八, 島田清太郎, 高嶋祐介, 高橋冴子, 寺本彰, 藤浪斗, 安田一朗. Helicobacter suis胃炎5例の検討. 

第134回日本消化器病学会北陸支部例会; 2022 Oct 16; 金沢. 
41) 飯田將貴, 元尾伊織, 植田亮, 梶浦新也, 安藤孝将, 島田清太郎, 高嶋祐介, 高橋冴子, 寺本彰, 南條宗八, 藤浪斗, 安田

一朗. 十二指腸原発パラガングリオーマに対してcyclophosphamide+vincristine+dacarbazine療法を導入した1例. 第
134回消化器病学会北陸支部例会; 2022 Oct 16; 金沢. 

42) 植田亮, 安藤孝将, 北村和紀, 後藤柚乃, 作村美穂, 元尾伊織, 植田優子, 三原弘, 梶浦新也, 中田直克, 塚田健一郎, 小
川浩平, 中谷敦子, 細川歩, 安田一朗. 進行胃癌に対する三次治療の導入に関連する臨床試験の適格性を含む要因. 
第60回日本癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20; 神戸. 

43) 植田亮, 安藤孝将, 北村和紀, 後藤柚乃, 作村美穂, 元尾伊織, 植田優子, 三原弘, 梶浦新也, 中田直克, 塚田健一郎, 小
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川浩平, 中谷敦子, 細川歩, 安田一朗. Factors associated with induction rate of later line treatment for advanced gastric 
cancer in clinical practice. 第60回日本癌治療学会学術集会; 2022 Oct 20-22; 神戸. 

44) 田尻和人, 林有花, 村山愛子, 村石望, 安田一朗. 慢性肝疾患患者の管理ツールとしてのCLDQの意義. 第26回肝臓学

会大会　JDDW2022; 2022 Oct 27-30; 福岡. 
45) Yoshifumi Nakamura, Nobuhiko Hayashi, Jun Matsuno, Yuma Inoue, Iori Motoo, Sohachi Nanjo, Hiroshi Mihara, Shinya 

Kajiura, Takayuki Ando, Haruka Fujinami, Kazuto Tajiri, Ichiro Yasuda. SpyBite Max might provide larger samples and 
better diagnosis than SpyBite in peroral cholangioscopy-guided biopsy. JDDW2022; 2022 Oct 27-30; 福岡（オンライン）. 

46) Iori Motoo, Yusuke Kawashima, Ichiro Yasuda. New stool biomarker proteins for pancreatic cancer by the proteome 
analysis. 第30回日本消化器関連学会週間; 2022 Oct 27-30; 博多（ハイブリッド）. 

47) Takayuki Ando, Iori Motoo, Ichiro Yasuda. Lesion-level response to immune. 第30回日本消化器関連学会週間; 2022 Oct 
27-30; 博多（ハイブリッド）. 

48) 田畑和久, 元尾伊織, 安藤孝将, 作村美穂, 梶浦新也, 植田亮, 細川歩, 松野潤, 中村佳史, 井上祐真, 林伸彦, 安田一

朗. 腹水を有する膵癌に対する薬物療法における血清CA125変化率の有用性. 第30回日本消化器関連学会週間; 
2022 Oct 27-30; 博多（ハイブリッド）. 

49) 井上祐真, 林伸彦, 安田一朗. 当科における胆管空腸吻合術後肝内結石の治療戦略. 第26回日本肝臓学会; 2022 Oct 
27-30; 博多（ハイブリッド）. 

50) 松野潤, 林伸彦, 安田一朗. 膵小型腫瘤性病変に対するFranseen針を用いたEUS-FNAの診断能. 第104回日本消化器

内視鏡学会総会; 2022 Oct 27-Dec 16; 福岡. 
51) Yoshifumi Nakamura, Nobuhiko Hayashi, Jun Matsuno, Yuma Inoue, Iori Motoo, Sohachi Nanjo, Hiroshi Mihara, Shinya 

Kajiura, Takayuki Ando, Haruka Fujinami, Kazuto Tajiri, Ichiro Yasuda. SpyBite Max might provide larger samples and 
better diagnosis than SpyBite in peroral cholangioscopy-guided biopsy. JDDW2022; 2022 Oct 27-30; 福岡（オンライン）. 

52) Ando T, Motoo I and Yasuda I. Lesion-specific response to immune checkpoint inhibitor in patients with advanced gastric 
cancer. JDDW2022; 2022 Oct 27-30; 福岡. 

53) 三原弘, 藤浪斗, 安田一朗. パネルディスカッション11「下部機能性消化管障害の臨床と研究の進展」便秘型

と下痢型過敏性腸症候群を別に検出する大腸内視鏡画像AIモデルの精度. 第30回日本消化器関連学会週間

（JDDW2021） (消化器病学会・消化器内視鏡学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会); 2022 Oct 28; 福岡. 
54) 村山愛子, 田尻和人, 林有花, 峯村正実, 高原照美, 安田一朗, 時光善温, 菓子井良郎, 河合健吾, 清水幸裕, 真野鋭志, 

本藤有智, 新敷吉成. 80歳以上の高齢HCC患者に対する一次治療薬物治療の意義. 第30回日本消化器関連学会週間

（JDDW2021）（消化器病学会）; 2022 Oct 28; 福岡. 
55) 井上祐真, 林伸彦, 南條宗八, 田尻和人, 安田一朗. 当科における胆管空腸吻合術後肝内結石の治療戦略. 第30回日

本消化器関連学会週間（JDDW2021）（肝臓学会）; 2022 Oct 28; 福岡. 
56) 松野潤, 林伸彦, 安田一朗. ワークショップ16「膵小型腫瘤性病変（径10mm以下）の内視鏡診療の現状と展望」

膵小型腫瘤性病変に対するFranseen針を用いたEUS-FNAの診断能. 第30回日本消化器関連学会週間（JDDW2021） 
(消化器病学会・消化器内視鏡学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会); 2022 Oct 29; 福岡. 

57) 太田匠悟, 塩見英之, 濱田毅, 中井陽介, 岩下拓司, 竹中完, 齋藤友隆, 伊佐山浩通, 安田一朗. 急性膵炎後液体貯留

に対する低侵襲治療のメタアナリシス：4週以内の早期介入は許容されるか？ . 第30回日本消化器関連学会週間

（JDDW2021）（内視鏡学会）; 2022 Oct 29; 福岡. 
58) 安藤孝将, 元尾伊織, 安田一朗. 統合プログラム5「消化器癌に対する免疫療法の実態」Lesion-specific response to 

immune checkpoint inhibitors in patients with advanced gastric cancer. 第30回日本消化器関連学会週間（JDDW2021） (消
化器病学会・消化器内視鏡学会・消化器外科学会・消化器がん検診学会); 2022 Oct 29; 福岡. 

59) 安田一朗. 教育講演8（e-learning にて開催）胆膵疾患の内視鏡治療の最前線. 第30回日本消化器関連学会週間

（JDDW2021）; 2022 Oct 30; 福岡（オンライン）. 
60) 井上祐真, 林伸彦, 植田亮, 中谷敦子, 安田一朗. 胆管空腸吻合術後狭窄に対する治療ストラテジー . 第119回内視鏡

学会北陸支部例会; 2022 Nov 27; 金沢. 
61) 島田清太郎, 安藤孝将, 高嶋祐介, 元尾伊織, 寺本彰, 南條宗八, 植田亮, 藤浪斗, 高木康司, 野口映, 安田一郎. 化学放

射線療法後の狭窄部に発生した表在型食道癌に対して, バルーン拡張後にアルゴンプラズマ凝固法を完遂した1
例. 第119回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会; 2022 Nov 27; 金沢（ハイブリッド）. 

62) 後藤柚乃, 安藤孝将, 寺本彰, 北村和紀, 作村美穂, 高橋冴子, 元尾伊織, 植田亮, 梶浦新也, 南條宗八, 藤浪斗, 安田一

朗. 嚥下障害を契機に発見された右鎖骨下動脈起始異常の一例. 第119回日本消化器内鏡学会北陸支部例会; 2022 
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Nov 27; 石川. 

◆	 その他

1) 安田一朗. 胆膵内視鏡検査と鎮静. テルモ拠点内web講演会; 2022 Jan 18; 富山（オンライン）.（招待講演）

2) 安田一朗. 胆石症診療ガイドライン2021改訂のポイント. 第87回胆道の集い; 2022 Jan 21; 東京（オンライン）.（招

待講演）

3) 藤浪斗. 胃の内視鏡診断と治療. 第30回日本消化器内視鏡学会　北陸セミナー ; 2022 Jan 30; オンライン. 
4) 安田一朗. 胆膵領域におけるEUSの有用性を考える〜診断から治療（Interventional EUS）まで. FUJIFILM 

MEDICAL WEB SEMINAR 2022 IN 岡山; 2022 Feb 28; 岡山（オンライン）.（招待講演）

5) 安田一朗. 膵臓・胆道センターにおける連携〜消化器内科の立場から. 膵がん診療科連携セミナー in 名古屋; 2022 
Mar 16; 名古屋（オンライン）.（招待講演）

6) Ichiro Yasuda. Lecture Difficult cannulation & precutting. 1st A-PSDE Basic ERCP Hands-on Training in Malaysia; 2022 
Jun 3; Malaysia (online). (Invited lecture)

7) 安田一朗. 胆道疾患の内視鏡診療. Nexium Online Symposium in KAN-ETSU; 2022 Jun 29; 宇都宮.（招待講演）

8) 安田一朗. 知っておきたい胆石診療. 令和4年度富山県内科医会特別講演会; 2022 Jul 14; 富山.（招待講演）

9) 安田一朗. 胆石診療〜最新のガイドラインから〜. 第10回高岡市民病院医療連携懇話会; 2022 Jul 21; 高岡.（招待

講演）

10) 安田一朗. 膵がん−最新の医療を知ることからはじめよう−ここまで進んだ膵がんの最先端診断. 地域医療フォー

ラム; 2022 Aug 7; 糸魚川.（招待講演）

11) Ichiro Yasuda. Endoscopic Management of Bile Duct Stone. 11th A-PSDE Regional Webinar on ERCP Basic Cannulation 
Technique and Management of Bile Duct Stone in Indonesia; 2022 Aug 28; online. (Invited lecture)

12) 安田一朗. 胆石症診療ガイドライン2021−おさえておくべきポイント−. 研修医のためのRelay Web Seminar; 2022 
Aug 30; オンライン.（招待講演）

13) 安田一朗. 胆管癌の鑑別診断と進展度診断. 仙台消化器画像診断セミナー2022; 2022 Sep 16; 仙台.（招待講演）

14) 藤浪斗, 寺本彰, 高橋冴子, 島田清太郎. ESD後潰瘍の血管焼灼支援AIの可能性. 第18回 AI-拡大内視鏡研究会　; 
2022 Sep 17; 東京（ハイブリッド）. 

15) 安田一朗. 胆石症診療〜最新のガイドラインから〜. 第6回KPECカンファレンス; 2022 Sep 22; 神戸.（招待講演）

16) 安田一朗. 富山大学における膵臓・胆道疾患診療. 第457回富山県病院薬剤師会学術講演会; 2022 Oct 15; 富山.（招

待講演）

17) Ichiro Yasuda. EUS-guided celiac plexus neurolysis. Taichng Veterans General Hospital-International Medical Conference 
in 2022; 2022 Oct 30; online. (Invited lecture)

18) 安田一朗. 胆胆道癌に対する内視鏡的手技. 富山県胆道がんゲノムセミナー ; 2022 Nov 3; 富山.（招待講演）

19) 安田一朗. EUS-FNA. 獨協医科大学セミナー ; 2022 Nov 4; 壬生.（招待講演）

20) 安田一朗. 膵がんに挑む〜最先端の診断と治療〜. 糸魚川中央ロータリークラブ卓話; 2022 Nov 10; 糸魚川. 
21) 安田一朗. 胆膵内視鏡診断・治療手技のとっておきのコツ. 第二回川崎南部膵胆道疾患連携の会; 2022 Nov 14; 川

崎.（招待講演）

22) 安藤孝将, 元尾伊織, 安田一朗. 化学放射線療法後, 大量吐血で死亡した食道癌の1例. 富山県内科医会CPC; 2022 
Nov 17; 富山.（招待講演）

23) 安田一朗. 膵がん. Astra Zenekaメディア向け勉強会; 2022 Nov 30; 東京.（招待講演）

24) 岡澤成祐, 藤浪斗. カリキュラムの作成（評価）. 第19回指導医養成セミナー ; 2022 Dec 9-10; オンライン. 
25) 安田一朗. Take off to Interventional EUS specialist. 1st Flight-K Workshop ~Advanced Interventional EUS~; 2022 Dec 14; 

福岡.（招待講演）

26) 安田一朗. 膵臓がん早期発見〜安田教授チーム1cm以下病変で9割. 北日本新聞. 2022 Jun 11.
27) 安田一朗. 死亡率ワースト「膵がん」助かるために知っておくべきポイント4つ…名医が教える. 日刊ゲンダイ. 

2022 Dec 13.
28) 安田一朗. 富山大学の「すい臓がん治療」がすごい理由. 週刊現代. 2022 Dec 14.
29) 安田一朗. 【最凶のがん「すい臓がん」の5年生存率が通常の倍以上！】富山大学「膵臓・胆道センター」の治療

がすごい. 現代ビジネス. 2022 Dec 23.
30) 安田一朗. ERCPの基本操作：スコープ挿入から乳頭正面視まで. Boston Scientific EDUCARE, トレーニングライ
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ブラリー .
31) 安田一朗. ERCPの基本操作. 乳頭正面視から胆管カニュレーションまで. Boston Scientific EDUCARE, トレーニン

グライブラリー .
32) 安田一朗. ESTの基本操作. Boston Scientific EDUCARE, トレーニングライブラリー .
33) 安田一朗. いまこそ見直したい胆道癌〜切除不能な胆道癌における化学療法開始後の胆管炎マネジメント〜. 

CareNetTV.
34) 安田一朗, 江口孝明, 小倉健. 重症胆膵疾患の治療を切り開く. 旭化成ファーマ㈱.
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